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 (1) 目的 
 (2) 方法 
 (3) 内容 
４．抽出枠組み 
 (1) ケア場面の抽出可能性 
 (2) ケア場面におけるシステムの再帰性 
 (3) 抽出の方法 
５．まとめと今後の課題 


































































































































































































のである(Noddings 1992: 22)。 
 留意すべきは、「モデルとしての自分自身に気をとられるとき、ケアされる人から注意が逸れ
てしまう」ということである(Noddings 2002: 16)。「たいてい我々は、この世に存在する仕方で、
































































































71)。ケアの諸テーマとは、「自己へのケアリング(caring for self)」、「内輪でのケアリング(caring 
in the inner circle)」、「見知らぬ人や遠く離れた他者へのケアリング(caring for strangers and 
distant others)」、「動物、植物、地球へのケアリング(caring for animals, plants, and the earth)」、




















































































 まず、a について検討する。その際、観察に係るシステムの次元を分けておくことが有効であ 





aa0．研究者が a1 と a2(≒ケア場面)を観察すること 
は、別の次元の観察を描写しているといえる。これは、aa0 が観察している対象は、観察される











という二次観察系が示される(はずである)が、aa2 において a1 が開示されている(ケアする人の 
a1 の現実と対応する)とする根拠が、ここに存在していないのはいうまでもないであろう。これ
がゆえに、a は独立しては条件を充足され得ないといえる。 



















れなくては、b も c も充足不可能である。 
 最後に、d について検討する。ここでは、システムの再帰性という観点から論を進める










 以上から、b と c における２つの二次観察系が、図から地を区別していることは、二次観察者
の立場からのみ捉えうるものである。そのうえで、それらの観察の対称性、すなわち、b と c そ
れぞれにおいて、図(＝ケア行為としてのある行為)を図と認識するための区別(/差異)が同一で
あるかが確認される。それゆえ、d における「同一の場面」とは、a と b と c の「事象の一致」








δ. γ の観察対象(/観察結果)は、α と β を含む 
ε. α も β も観察に対する「それ以外」には言及しない 
ε’．(＝ α は β を保証せず、β も α を保証しない) 
ζ. α と β のそれぞれの余事象は、γ によってのみ定立される 
η. ζ は、ケアリング関係とその他の関係を区別する 
θ. η の成立は、δ の構造的関連が開示されたときに限る 






















1．(一次元上から)これまでの関係の観察(＝把握) << γ の先見 
2．対話(の契機) <<前提条件を満たした場合、α 生起 
3．対話(の深化) << β 生起 
4．(一次元上から)対話のなかにケアを観察 << γ 生起 
5．対話の反省と一次元上への開示 << δ 生起 
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